
＊
も
っ
と
知
り
た
い
人
の
た
め
に

ほ
と
ん
ど
の
本
が
廃
版
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
図
書
館
で
ご
覧
に
な
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
ほ
か
郷
土
の
歴
史
を
綴
っ
た
市
町
村
史
（
誌
）
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
古
墳
が
詳
し
く
書
か
れ
て
い
ま
す
。

山
本
　
清
ほ
か
『
山
陰
古
代
史
の
周
辺
』
上
・
中
・
下
　
山
陰
中
央
新
報
社
　
一
九
七
八
｜
七
九

『
八
雲
立
つ
出
雲
の
世
界
』
え
と
の
す
16
新
日
本
教
育
図
書
　
一
九
八
一

前
島
己
基
『
島
根
』
日
本
の
古
代
遺
跡
20
保
育
社
　
一
九
八
五

渡
辺
貞
幸
ほ
か
『
王
権
の
争
奪
』
日
本
古
代
史
４
　
集
英
社
　
一
九
八
六

白
石
太
一
郎
編
『
古
墳
時
代
の
工
芸
』
古
代
史
復
元
７
　
講
談
社
　
一
九
八
九

山
本
　
清
『
出
雲
の
古
代
文
化
』
人
類
史
叢
書
８
　
六
興
出
版
　
一
九
八
九

都
出
比
呂
志
編
『
古
墳
時
代
の
王
と
民
衆
』
古
代
史
復
元
６
　
講
談
社
　
一
九
八
九

大
塚
初
重
ほ
か
編
『
日
本
古
墳
大
辞
典
』
東
京
堂
出
版
　
一
九
八
九

松
本
岩
雄
ほ
か
『
古
墳
時
代
の
研
究
』
10
地
域
の
古
墳
　
西
日
本
　
雄
山
閣
出
版
　
一
九
九
〇

西
尾
克
己
・
大
国
晴
雄
『
出
雲
平
野
の
古
墳
』
出
雲
市
民
文
庫
９
　
出
雲
市
教
育
委
員
会
　
一
九
九
一

渡
辺
貞
幸
ほ
か
『
古
代
史
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
大
和
政
権
へ
の
道
』
日
本
放
送
教
育
協
会
　
一
九
九
一

渡
辺
貞
幸
ほ
か
『
前
方
後
円
墳
集
成
』
中
国
・
四
国
編
　
山
川
出
版
社
　
一
九
九
一

勝
部
　
昭
ほ
か
『
図
説
日
本
の
歴
史
』
古
代
３
　
同
朋
舎
出
版
　
一
九
九
一

西
尾
克
己
『
宍
道
町
の
古
墳
時
代
』
宍
道
町
ふ
る
さ
と
文
庫
６
　
宍
道
町
教
育
委
員
会
　
一
九
九
二

西
尾
克
己
ほ
か
『
宍
道
町
の
横
穴
墓
、
横
穴
式
石
室
集
成
』
宍
道
町
歴
史
資
料
集
（
古
墳
時
代
編
）

宍
道
町
教
育
委
員
会
　
一
九
九
三

宍
道
町
教
育
委
員
会
・
出
雲
考
古
学
研
究
会
『
石
と
人
』
宍
道
町
ふ
る
さ
と
文
庫
８
　
宍
道
町
教
育
委
員
会
　
一
九
九
五

山
本
　
清
『
古
代
出
雲
の
考
古
学
―
遺
跡
と
歩
ん
だ
七
十
年
―
』
ハ
ー
ベ
ス
ト
出
版
　
一
九
九
五

山
本
　
清
編
『
出
雲
国
風
土
記
の
巻
』
風
土
記
の
考
古
学
３
　
同
成
社
　
一
九
九
五

渡
辺
貞
幸
『
出
雲
世
界
と
古
代
の
山
陰
』
古
代
王
権
と
交
流
７
　
名
著
出
版
　
一
九
九
五

山
本
　
清
監
修
『
島
根
県
の
地
名
』
日
本
歴
史
地
名
体
系
33
平
凡
社
　
一
九
九
五

47 46

横
穴
式
石
室
に
見
る
出
雲
と
九
州

出
雲
東
部
に
横
穴
式
石
室
が
伝
え
ら
れ
た
の

は
全
国
的
に
は
や
や
遅
く
、
六
世
紀
の
中
ご
ろ

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
ろ
の
も
の
は
松ま
つ

江え

市
周
辺
に
多
く
、
近
畿
や
九
州
北
部
・
九
州

中
部
と
、
各
地
の
影
響
を
受
け
た
さ
ま
ざ
ま
な

形
の
石
室
が
見
ら
れ
ま
す
。
や
が
て
六
世
紀
後

半
に
な
る
と
、
松
江
市
の
ほ
か
八
束
や
つ
か

郡
や
安
来
や
す
ぎ

市
な
ど
で
、
横
穴
式
石
室
の
一
種
で
あ
る
石
棺

式
石
室
が
造
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
石

横
穴
墓

よ
こ
あ
な
ぼ

の
多
い
出
雲

い

ず

も

横
穴
墓
は
横
穴
式
石
室

よ
こ
あ
な
し
き
せ
き
し
つ

と
同
様
、
古
墳
こ
ふ
ん

時
代

後
期
の
代
表
的
な
埋
葬
ま
い
そ
う

施
設
の
一
つ
で
す
。
そ

の
分
布
は
全
国
的
に
見
る
と
、
関
東
、
大
阪
周

辺
、
福
岡
・
大
分
北
部
、
熊
本
、
そ
し
て
山
陰

な
ど
に
偏
か
た
よ
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

島
根
県
で
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
六
〇
〇
カ
所

近
く
の
横
穴
墓
群
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

う
ち
四
六
〇
カ
所
、
全
体
の
七
八
パ
ー
セ
ン
ト

は
出
雲
に
集
中
し
て
い
ま
す
。
石
見
い
わ
み

で
は
八
一

カ
所
（
一
四
パ
ー
セ
ン
ト
）
が
わ
か
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
ら
は
大
田
お
お
だ

市
や
益
田
ま
す
だ

市
付
近
に
ま
と

ま
っ
て
分
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
隠
岐
で
は
四
五

カ
所
（
八
パ
ー
セ
ン
ト
）
あ
ま
り
見
ら
れ
ま
す

が
、
島
の
面
積
を
考
え
る
と
、
比
較
的
分
布
密

度
が
高
い
と
言
え
ま
す
。（
図
５
お
よ
び
七
巻
を
参
照
）

室
は
、
肥
後
ひ

ご
（
現
在
の
熊
本
県
）
に
見
ら
れ
る
横よ
こ

口
式
家
形
石
棺

ぐ
ち
し
き
い
え
が
た
せ
っ
か
ん

を
モ
デ
ル
と
し
て
お
り
、
出
雲

東
部
で
独
特
な
形
に
整
え
ら
れ
た
も
の
で
す
。

横
穴
式
石
室
の
築
造
ち
く
ぞ
う

は
複
雑
な
土
木
工
事
で

あ
り
、
形
態
け
い
た
い

の
類
似
は
、
石
室
造
り
の
技
術
者
の

交
流
を
推
測
さ
せ
ま
す
が
、
な
ぜ
出
雲
と
九
州
に

結
び
つ
き
が
生
ま
れ
た
の
か
、
当
時
地
方
支
配
の

強
化
に
乗
り
出
し
て
い
た
大
和
や
ま
と

の
動
き
と
合
わ
せ

て
、
た
い
へ
ん
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

（
図
６
）

図5  島根県各地の横穴墓�
地域によって形に特徴があることがわかる。�

A.天井の形がカマボコ形･平形�
石見西部を中心に分布する。�

C.天井の形が家形�
棟が入口に対し直交する平入り。�
出雲東部を中心に分布する。�

D.天井の形がテント形�
出雲山間部から東部に多く分布する。�

B.天井の形が家形�
棟が入口に対して平行になる妻入り。�
出雲西部を中心に分布する。�

出雲�

肥後�

出雲�

肥後�

 図6  出雲の石棺式石室と肥後の横口式家形石棺�
出雲で６世紀後半に造られた石棺式石室は、九州の肥後で�
５世紀末～６世紀前半に造られた横口式家形石棺とよく似�
た構造をしており、これをモデルとした可能性が考えられる。�

出雲の石棺式石室�

肥後の横口式家形石棺�
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